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きのこ類は腸活や菌活と言われる様にカラダの内側から健康に役立つと言われています。その中でも、きくらげは鉄分も多い為、貧血
予防にも良いと言われています。他のきのこ同様にカロリーも少なく食物繊維も豊富ですので、腸内環境を整える効果も期待出来ま
す。その様な万能きのこを「形が悪いだけ」「サイズが不揃いなだけ」で消費されずに廃棄してしまうのは非常に勿体無い事です。
スーパー等には出荷出来ない見た目でも、味や栄養価は変わらない為、自社直売所では販売出来ます。これらのきのこを消費して頂
く事により、地域の皆様と共に食品ロス削減に取り組んでいきたいです。

共栄精密株式会社
住所：滋賀県東近江市沖野4-5-33　TEL：0748-22-3139　FAX：0748-23-7239
HP：https://www.kyoei-seimitsu.co.jp/
設立：1970年3月　資本金：1000万円　
業種：エレクトロニクス事業、アッセンブリー事業、アグリフード事業
　　  アウトソーシング事業、スタッフィング事業
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三方よし！！でフードエコ・プロジェクトとは・・・
滋賀県では、近江商人が昔から大切にしていた、売り手よし・買い手よし・世間よしの「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコ・プロジェクト」
に取り組んでいます。ちょっとした心がけで売り手よし！買い手よし！環境よし！と誰もが笑顔で「よし!!」となるプロジェクトに、ぜひご協力ください。

食品ロス削減の
取組紹介 共栄精密株式会社（東近江市）48vol.

規格外品の販売による地域との繋がり

　共栄精密株式会社は半導体等の製品を検査
する仕事を主軸にしていますが、リーマンショック
時に雇用を守る為に他の仕事も創る必要があり
ました。何かするのであれば、人の役に立つモノ
を作りたいとの想いで、栄養価豊富と言われなが
ら、当時は中国産の乾燥品しかお店に並んでい
なかったきくらげの栽培を始め、生の国産きくら
げを全国に広めてきました。
　ただ、農産品ですので、どれだけ管理していて
も不揃いな形の悪いきのこも出来てしまい、それら
はスーパー等では買い取って頂けず廃棄される
事もあります。買い取って頂けないのであれば、自
分達で販売すれば食品ロスを防ぐ事が出来ると
の想いもあり、直売所「よかもんショップ」をオープ
ンしました。

　よかもんショップでは不揃いなきのこをお手
頃価格で販売したり、それらを使用した加工品
を販売する事により廃棄されるきのこを減らして
います。
　地元飲食店さん等にも協力頂きマルシェやイ
ベントを繰り返し行ない、徐 に々認知される様に
なりテレビ取材を受ける事もありました。
　リピートして頂
けるお客様も増
え、よかもんショッ
プの取組や意義
は地域の皆様の
コミュニティを通
じて広げて頂い
ています。
　今後は食の分野でも「環境配慮」が必須に
なってきます。共栄精密株式会社では栽培面に
おいても循環型農業を目指し、極力ごみを出さな
い栽培方法を行なっています。この様な取り組み
を継続しSDGｓにも繋げていきます。


